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○
明
治
三
十
七
年

　
　
〔
晃
…
逃
し
に
霊
の
譲
を
凝
す
〕

　
　
膨
9
p
戸
誤
N
O
需
Φ
β
象
◎
N
凱
“
い
岳
回
診
毎
○
島
留
く
鼻
篇
凶
①
げ
⇔
坦
（
諺

　
　
賊
鋒
塁
ρ
ノ
6
画
き
げ
♂
皿
o
剛
（
ぎ
働
Φ
鼠
。
謀
緯
σ
曾
象
⑦

　
　
」
q
疑
身
∬
灘
蓉
麟
Φ
凶
”
Φ
冠
H
驚
q
O
’

　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

甲
骨
一
日
　
　
午
前
九
時
學
校
の
雪
加
只
式
に
列
し
距
◎
駕
部
露
よ

　
．
り
藤
…
井
號
用
の
子
供
が
白
焼
笹
脚
だ
と
い
ふ
話
を
嚢
い
允
か
ら
、
蕪
肺

　
　
内
鱈
乏
二
入
で
見
舞
に
い
つ
九
℃
灘
り
一
翼
に
年
賀
の
爲
に
島

　
　
田
と
牧
蘭
肝
と
へ
立
寄
っ
た
0
弟
と
上
卿
先
熊
が
．
年
賀
に
遼
箆
。

　
　
藤
岡
よ
り
乎
紙
が
來
て
向
の
細
勲
が
死
ん
だ
と
い
ふ
ζ
と
を

　
’
知
「
ら
レ
せ
た
。
向
へ
は
久
し
く
鰹
｛
就
撚
で
あ
っ
癒
。
胃
巾
の
手
紙

　
を
か
い
海
。

　
新
濁
を
よ
む
と
晩
に
愚
・
妻
と
話
し
課
外
は
二
つ
距
。
晩
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
・
今
戸
馬
面
だ
か
ら
と
い
ふ
の
で
休
ん
だ
の
だ
。

　
〔
備
忘
繊
に
〕
　
今
繍
は
爾
隅
打
坐
し
た
。

　
　
オ
リ
ギ
ネ
ス
は
芦
無
鮮
彰
襲
慕
貯
こ
a
と
い
は
る
』
位
意
憲
の
強

　
　
い
人
で
あ
っ
熟
と
の
鋸
だ
。

網
月
二
費
　
　
今
擬
三
時
願
に
同
ざ
め
坐
し
丸
が
、
ど
う
も
よ
く

　
　
い
か
な
か
っ
た
。
朝
…
遜
く
起
き
研
、
朝
食
を
す
奮
し
旋
ら
ば
十

　
　
時
頃
で
あ
っ
允
。
午
後
皿
二
矢
が
尋
ね
て
き
距
。
夕
に
湯
月
震

　
　
が
年
賀
に
蓬
疫
。
夕
食
後
子
供
と
遊
ん
だ
。

　
　
し
き
の
に
佛
藷
を
學
ん
で
、
見
掩
い
心
持
が
し
施
◎
ど
う
竜
中

　
　
　
　
み
　
　
げ

　
　
鞭
辱
哲
學
の
欝
一
は
儲
蛾
蛆
に
よ
量
馬
の
が
あ
、
る
よ
う
か
5

　
　
〔
儲
忘
鞘
に
冒
㌔
今
購
も
潟
の
串
は
ぶ
ら
ノ
＼
し
て
す
ご
し
た
。

鯛
月
三
欝
　
　
湯
に
入
つ
疫
。
午
後
金
仙
、
堀
濁
、
内
田
三
人
來

　
　
り
五
時
畷
ま
で
話
し
允
。
　
　
　
．
、

　
球
審
薪
聞
公
開
歌
の
中
に
雅
邦
と
芳
紀
と
を
比
し
て
、
　
州
は

　
　
凡
庸
の
漆
れ
る
彰
に
し
て
蝸
は
灘
の
黒
鯛
瞠
り
と
い
ふ
て
あ

　
　
る
。

　
し
き
り
に
ア
ウ
グ
ス
チ
ン
の
書
を
よ
み
鋤
く
て
允
ま
ら
ぬ
。

　
夜
は
坐
っ
疫
。

　
み
か
ん
を
食
す
ご
し
て
腹
の
工
奔
が
少
し
く
わ
る
い
。

　
猫
漁
議
照
が
よ
く
一
翼
へ
ら
れ
る
叛
、
ど
諾
威
張
っ
て
膜
…
る
の
は
っ

　
ま
ら
ぬ
奴
だ
。

　
〔
締
忘
欄
，
に
，
一
　
今
B
も
欝
の
ゆ
は
ぶ
ら
｝
く
し
た
。

轍
月
四
潤
　
　
午
後
高
橋
が
年
晒
蝋
に
費
疫
っ
　
一
年
ぶ
の
で
あ
る
。

f



6q．1

　
“
懲
次
郎
方
の
籍
金
の
こ
と
激
ど
相
談
し
だ
。

　
　
三
三
，
塾
に
ゆ
く
約
束
が
あ
っ
涜
か
ら
ヅ
畔
籔
か
ら
萬
か
け

　
　
掩
。
塗
に
藤
詐
言
を
難
ぬ
掩
が
、
子
供
は
少
し
」
よ
い
方
で
あ

　
　
る
と
雷
つ
霞
ゆ

　
　
三
，
塾
に
は
…
二
竹
鱈
と
露
圃
頚
悟
入
で
牛
肉
を
食
ひ
、
十
｛
降
・

　
　
顕
ま
で
語
し
た
ρ
“

　
　
㎜
…
　
竹
君
は
入
は
狐
疑
す
る
か
ら
い
か
ぬ
、
少
し
損
な
る
宴
で

　
r
菟
や
珍
透
せ
ば
途
は
あ
る
と
い
っ
距
。
爾
白
い
欝
だ
。

一
月
五
爲
・
　
昨
夜
食
ひ
す
ぎ
て
霧
の
工
合
が
わ
る
い
か
ら
、
散

　
　
歩
の
爲
に
小
日
野
ま
で
い
っ
て
湯
器
鴛
を
簿
ね
禿
。

　
　
ス
ペ
ン
サ
ー
と
シ
ル
レ
ル
と
を
ま
ん
だ
。
シ
ル
レ
ル
は
ど
う

　
　
竜
淺
蘇
で
あ
る
。

　
　
ゴ
ル
ド
ン
の
蕪
叶
の
山
コ
に
入
は
馬
鹿
藤
旧
と
い
は
れ
ね
げ
噛
エ
ラ
ク

　
　
な
い
と
い
ふ
て
あ
る
Q
蜜
に
明
野
で
あ
る
。

　
　
〔
備
山
芯
纈
…
に
〕
　
　
食
惣
・
の
外
闇
愛
す
べ
か
㌔
ら
ず
。
　
胃
の
あ
し
蓮
敵
山
く
に

　
　
　
　
　
　
　
元
鼠
を
そ
ぐ
。

胸
月
六
爾
　
　
午
前
考
を
か
い
拠
。
午
後
年
賀
駅
を
か
い
寵
。

　
　
夕
に
は
打
坐
し
た
Q

　
川
村
幸
一
が
話
に
邊
距
。
寄
宿
舎
の
こ
と
激
ど
回
し
て
三
つ

　
　
慨
。

幽
月
七
臼
　
　
“
午
後
藤
岡
と
得
能
と
が
辱
ね
て
壷
売
。

碇
　
　
撫
　
　
抄

硬

　
　
夕
に
白
石
が
聡
っ
て
邊
疫
。
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
夜
は
亭
亭
と
話
し
を
し
癒
。

　
　
〔
聖
戦
粥
に
冒
　
人
な
み
に
な
ら
う
と
い
ふ
心
懸
け
で
ば
入
臨
み
に
竜

　
　
　
　
　
　
　
な
れ
ぬ
。

開
月
藍
錆
　
．
今
購
か
ら
學
稜
が
始
つ
た
。

　
　
ゼ
ー
ム
ス
の
く
弦
訟
蜜
。
穿
9
認
牲
鼠
§
・
と
い
ふ
簿

　
　
　
．
．
〈
っ
㌔

　
　
物
を
か
夢
て
蜜
て
よ
み
始
め
た
Q

蜘
月
九
貝
　
　
r
午
後
三
縛
牟
よ
り
猫
法
二
年
の
級
魯
に
無
席
し
た
。

　
　
自
分
は
ゴ
ル
キ
ー
の
話
湿
し
九
〇
ウ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
｝
は

　
　
謙
鐸
を
奨
熟
す
乱
訴
を
し
粍
。
村
木
幽
翠
來
て
居
允
。
そ
れ

　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
か
ら
午
飯
を
食
ひ
、
名
指
を
や
り
、
後
ぼ
鍛
典
で
、
九
時
頃

　
余
と
村
木
慰
と
早
く
露
っ
掩
。

四
月
十
階
　
　
〔
琶

恥
月
十
瞬
實
　
　
午
後
側
に
よ
り
讃
欝
禽
を
ひ
ら
蓮
、
余
と
森
内

　
鴛
と
ワ
ル
レ
ン
シ
タ
イ
ン
を
よ
ん
だ
。

　
夜
は
心
灘
講
義
．
の
離
稿
「
記
憶
臥
を
か
い
か
。
．

鞠
月
十
二
霞
　
　
，
今
欝
は
珍
ら
し
ズ
天
氣
が
よ
か
っ
光
。
朝
湯
に

　
入
つ
、
陀
。

　
・
午
後
學
校
か
ら
の
蹴
途
田
部
．
森
内
と
寺
町
ま
で
散
渉
を
し

　
距
。
そ
れ
か
ら
棘
内
の
宅
に
網
よ
つ
旋
。

　
〆
森
内
が
業
余
が
廣
　
島
に
行
く
な
ら
ん
ど
い
ふ
車
幅
し
か
。
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
黒
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惣
墨
鵜
究
整
…
響
職
＋
六
號

　
　
つ
橘
か
く
の
灘
琶
癖
を
い
は
る
エ
の
は
不
惑
だ
q

　
夜
は
桑
原
が
熱
血
。

　
　
白
眉
激
ど
が
八
穿
個
か
ら
ピ
ン
ー
ボ
ン
を
」
始
め
疫
。

　
四
花
は
十
年
の
終
養
を
籍
頃
ん
で
今
賦
に
至
っ
た
と
い
ふ
慕
が

　
護
蓑
に
か
い
て
あ
っ
允
。

　
傭
傭
忘
欄
に
〕
　
今
臼
は
大
に
打
坐
し
た
。
奮
嚢
す
べ
し
だ
。

万
＋
三
欝
　
午
鋒
喬
君
が
邊
て
夜
の
八
二
類
ま
で
話
し
発

　
　
そ
れ
か
ら
シ
ヨ
ペ
　
ン
ハ
轟
ソ
エ
ル
な
押
と
執
事
ん
だ
。

貰
＋
署
　
け
ふ
薪
年
起
て
｝
ζ
髪
や
つ
九
。

噛
月
・
†
五
臼
　
　
凪
蹄
宅
後
下
勝
の
繊
目
に
つ
隔
て
佐
倉
、
大
野
、
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
藤
が
き
距
。
そ
れ
か
ら
愚
次
郎
が
重
語
q

　
里
長
か
ら
松
本
が
難
病
で
あ
る
と
い
ふ
乎
紙
が
邊
尭
。
藤
岡

　
と
四
斤
山
門
と
へ
出
　
す
手
紙
を
か
い
距
。
　
　
　
　
・

万
＋
六
日
　
午
後
頓
轡
生
と
ピ
ン
ポ
ン
を
し
艶
。
富
岡
が
き

　
艶
。

　
夜
は
燕
尾
が
簸
に
き
て
何
も
で
邊
な
か
つ
疫
。

　
八
絹
三
喜
碧
試
り
．
松
本
，
鷺
が
震
患
の
凶
を
報
じ
て
邊
海
ゆ

　
〔
備
…
忘
観
に
〕
　
左
の
凝
轍
胃
を
艶
黙
す
。

　
　
　
　
　
　
　
薪
　
い
そ
ぷ
物
籍
　
小
波
　
明
殆
…
駒
伽
噺
七
　
擁
晶
久
盤
…

　
　
　
　
　
　
　
愚
の
た
め
　
徳
二
千
餓
∴
嵩
離
即
　
叫
兀
喚
一
門

繭
月
十
七
臼
　
　
午
前
は
草
稿
。

穴
鶴
囁

　
　
午
後
ほ
ピ
ン
蝶
ン
、
」
ダ
ン
テ
。
「
餌
編
が
き
距
。

　
　
夜
は
三
、
塾
に
い
つ
距
。
本
多
激
憤
が
き
て
穣
、
面
爵
い
話

　
　
を
し
允
。
十
二
時
寂
に
婦
つ
．
艶
。

　
　
此
矯
は
大
に
雪
が
ふ
つ
疫
。

門
月
一
†
八
澗
　
　
・
午
後
気
弱
漕
が
一
疋
経
病
℃
危
瞼
だ
と
い
ふ
の
で
ズ

　
　
三
竹
鴛
と
共
に
見
舞
に
い
つ
九
。

鞠
月
＋
九
日
　
入
湯
、
讃
轡
、
午
後
療
原
が
量
距
。

　
　
夜
は
ダ
ン
テ
を
よ
ん
だ
。

臨
月
二
十
織
　
今
日
は
草
稿
と
綾
書
。

隅
月
二
＋
蕊
　
今
臼
午
後
欄
逸
三
文
會
で
ダ
ン
テ
を
講
じ
拠
。

　
　
総
衆
は
あ
ま
り
多
く
な
か
つ
疫
。
　
　
　
・

日
月
二
十
幽
剛
B
　
原
一
君
へ
Q
擁
O
こ
α
訟
O
の
國
◎
誓
搭
O
岩
侮
Φ
巴
国
⇒
澤
劉

　
　
賦
。
昌
と
い
ふ
簿
を
か
し
施
。

嗣
月
二
十
認
閂
臼
　
　
午
後
ピ
ン
ー
ホ
ン
。
三
股
、
山
川
田
と
聯
田
℃
水
と
邊

　
　
た
。

鰍
月
二
十
四
日
　
　
午
．
後
ピ
ン
ポ
ン
。
夜
森
内
、
村
木
爾
鱈
が
き

　
　
て
ヘ
ー
ゲ
ル
を
よ
ん
だ
。

階
月
二
十
五
臼
　
　
午
後
讃
轡
會
を
や
っ
て
古
琳
記
の
中
巻
が
す

　
　
ん
だ
。

融、

ｷ
月
二
十
六
臼
f
｝
二
十
鱒
聚
　
　
m
略
、
二
十
八
田
柔
り
病
氣
休
校
〕

二
月
齢
9
．
　
今
日
か
ら
満
満
へ
出
　
旋
。
讃
欝
曾
に
て
古
事
記
下



　
　
巻
を
よ
み
始
む
。
　
「

　
　
〔
備
忘
欄
に
〕
　
本
証
は
墨
打
旧
し
た
。

二
月
二
残
　
　
午
後
峨
門
校
、
購
路
愚
次
郊
力
に
寛
寄
る
。

　
　
寝
は
書
嘘
と
斜
な
し
掩
。

　
　
胃
…
一
騎
翫
生
と
北
鎌
層
へ
宛
の
手
紙
を
か
い
箆
。

二
月
四
賛
　
　
午
後
ダ
ン
・
テ
を
講
じ
了
る
。

二
月
五
羅
　
　
午
後
敏
官
魯
議
あ
り
。

二
月
六
臼
」
、
頭
韻
君
第
八
師
醐
の
．
駕
藥
に
感
じ
當
地
な
去
為
と

　
　
の
こ
と
に
付
、
午
後
…
二
竹
君
と
典
に
平
楽
す
。

　
　
夜
…
∴
し
塾
…
に
ゆ
き
富
永
氏
の
驚
国
劇
講
…
義
を
登
く
。

二
月
七
型
　
　
午
後
…
∴
蒔
公
園
に
出
て
角
鐵
滑
な
逡
る
爲
に
三
竹

　
　
露
と
三
人
曾
合
す
。

　
　
婦
途
香
川
氏
に
逢
ひ
石
川
鴬
と
典
に
訪
問
、
十
時
麟
宅
。

　
　
此
欝
欝
壷
掘
刹
破
裂
の
號
外
出
　
づ
。

〔
中
　
維
〕

転

　
　
酉
月
襯
日
　
　
今
臼
天
氣
よ
し
〇
二
部
…
∴
年
猫
課
の
鮎
付
を
終
つ

　
　
　
　
て
午
後
は
テ
篇
ズ
を
し
疫
。
、
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
夜
は
本
問
と
話
し
海
。

　
　
忌
月
二
臼
　
　
今
娯
竜
天
猟
は
緊
樋
よ
か
っ
尭
。

93轟　
　
　
　
　
鶏
　
　
　
a
　
　
か
　
　
穐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
醤

　
　
午
前
黛
な
繊
て
高
岡
町
に
よ
む
得
田
氏
も
來
魯
、
共
に
驚
飯

　
　
を
喫
し
、
石
川
鱈
を
訪
ひ
洗
操
艦
に
入
っ
た
。
併
し
夜
棄
た

　
　
灘
零
し
㌃
　
　
量

　
　
へ
’
隊
は
つ
ま
ら
な
く
一
藏
を
く
ら
し
鞭
。
．

　
　
〔
雛
僧
欄
”
に
〕
　
霊
幅
飛
ふ
、
椎
無
を
去
劇
。

四
月
三
賃
．
　
　
ヘ
ー
輔
木
聞
が
嚇
郷
し
九
。
午
前
太
賜
と
新
小
溌
を

　
　
よ
ん
だ
ハ
．

　
　
予
嚇
中
，
に
蹄
庵
せ
ん
と
思
ふ
て
居
允
が
、
｛
駅
内
が
賜
本
願
寺

　
　
夫
．
人
を
見
に
ゆ
く
滋
藤
を
し
て
午
後
ま
で
居
允
。

　
　
夕
に
幽
削
な
訪
ね
、
麟
庵
。
　
　
畠

四
月
西
日
　
　
午
前
ぶ
ら
一
。
午
後
石
川
鵜
な
訪
ぴ
、
校
長
を

　
　
訪
ふ
て
留
守
の
件
を
き
く
G

　
　
覆
は
面
面
君
漁
り
翼
両
闘
に
坐
っ
癒
。

四
月
五
壌
　
　
午
前
庶
家
。
熱
論
顎
に
此
師
圏
に
鋤
員
令
下
る
な

　
　
ら
ん
と
の
話
。

　
　
躯
後
辣
廃
、
得
倒
錠
來
る
。

　
　
覆
膝
坐
し
允
。

〔
単
　
絶
ロ

鱈
月
十
八
籍

穴
灘

rrl
J犠

写
こ

の
寵
遮
愚

㌃＿謡

今
｝
ヨ

ノ、

賢
愚
ノ

紀
念

デ
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新
學
研
究
　
第
議
欝
虚
十
六
擁

　
　
γ
ツ
タ
、
之
諮
リ
強
盗
門
ナ
ル
閣
下
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
隣
を
購

　
　
窮
ス
ベ
シ
　
　
’

　
　
古
入
翔
苦
口
光
明
必
盛
大

　
　
り
憎
、
修
養
・

　
　
　
二
、
譲
書
口
文
章

　
　
　
三
、
逓
動
　
　
　
　
～

四
月
十
九
躊
　
　
朝
三
十
分
程
欝
…
坐
、
午
面
回
書
蹴
校
。

　
　
午
後
村
木
鴬
に
て
佛
語
を
よ
む
。
　
　
．

　
　
論
罪
蓄
。

　
　
【
粥
忘
桝
に
〕
　
命
爾
懸
木
費
に
て
菓
子
を
く
り
た
。

圏
月
こ
寸
爲
　
　
　
〔
備
忘
欄
に
〕
　
命
朝
逓
く
趣
を
冠
せ
ず
。

　
　
　
〔
寧
　
絶
〕

五
月
轍
属
　
　
坐
、
午
蔚
入
湯
、
林
歌
予
來
る
。

一
　
午
後
揮
蝋
・
隆
　
誕
愈
に
ゆ
蓬
加
藤
咄
堂
、
近
角
常
囎
…
の
演
論
を

　
．
嚢
く
。

　
　
夜
林
鍛
方
に
曾
て
會
讃
。

　
　
謡
歌
仙
山
髪
攻
む
る
と
の
急
報
來
る
。

　
　
〔
備
忘
欄
に
〕
　
合
爲
は
大
に
打
埜
。

　
　
∴
、
〔
鱒
　
絶
〕

六
月
輌
露
　
　
午
後
文
科
露
年
生
の
爲
に
篇
翼
を
と
る
。

　
　
夜
猫
語
敏
師
と
共
に
♂
ぎ
毎
鳶
夢
力
に
招
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
穴

豪
猛
二
更
．
・
　
竿
慾
三
時
π
十
分
茨
激
君
実
る
零

六
月
認
脚
爲
　
　
　
午
後
六
時
よ
り
金
谷
館
に
て
繭
次
太
・
君
の
轍
阻
迎
’
曾
あ

　
　
り
。

　
　
夜
魚
施
大
火
、
，
T
一
時
よ
ゆ
嚢
火
午
潮
∵
．
四
時
に
達
す
。

六
月
四
臼
，
　
午
後
ナ
ッ
ゾ
、
。

　
　
論
枚
浴
後
ウ
オ
ー
ル
ツ
オ
ー
ト
を
凱
訪
ふ
。

　
　
　
〔
甲
　
維
〕

六
月
二
＋
九
臼
　
午
憩
＋
畦
二
千
分
懸
次
郎
萬
証
。

　
　
夜
三
㌃
塾
に
愈
奮
、
三
竹
．
石
窟
凍
る
。

六
月
三
＋
資
　
華
後
七
時
二
＋
分
ハ
ビ
ラ
ン
ト
繊
立
。

七
月
騨
賃
　
　
午
憩
ク
ノ
ー
・
ツ
イ
ッ
七
ル
氏
ス
ビ
ノ
ー
ザ
往
よ

　
　
む
。

　
　
午
後
一
時
よ
り
蔵
十
二
時
ま
で
停
車
場
に
嵐
征
軍
人
を
塗
る
。

　
　
磯
田
需
二
時
五
十
分
繊
文
。

　
、
山
田
、
三
股
來
る
、
逢
ほ
す
。

七
星
百
　
　
午
前
ス
ピ
ノ
ー
ザ
、
午
後
霊
麻
。
井
伊
谷
廉
る
。

　
　
〔
以
下
略
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ま

　
・
、
薦
心
次
瓢
庶
嫉
島
蒲
の
融
竃
報
來
る
。

　
　
〔
備
忘
ロ
、
夜
晒
一
二
聞
躍
ロ
購
食

　
　
　
〔
以
下
鰍
〕


